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はじめに URC 設立３０周年を迎えて 安浦寛人理事長 あいさつ 

 

昨年８月１日、福岡アジア都市研究所は３０周年を迎えました。 

これもひとえに賛助会員の皆様をはじめ、地域の皆様のおかげによるものであり、紙面を借りてここに深く感謝を 

申し上げます。 

昭和６３年に産学官民の協力・連携のもと、福岡市の中・長期的な都市戦略を考える地域の研究機関として福岡 

市の全額出資の財団法人福岡都市科学研究所として設立され、平成１６年には、アジア交流の拠点機関の一つで 

あった財団法人アジア太平洋センター（平成４年設立）と統合し、都市研究とアジアネットワーク形成の両機能を有す 

る財団法人福岡アジア都市研究所として再出発しました。その後、平成２４年には公益法人への移行を果たし、現在 

に至っております。 

    当研究所は、これまで福岡の発展につながるまちづくりのシンクタンクとして、都市政策、福祉、まちづくり、国際交 

流、環境、観光など様々な分野に関する研究事業、また、都市政策に必要な情報の収集・分析・加工、セミナー開催 

・刊行物の発行などの情報発信事業、福岡アジア都市景観賞などのアジアネットワーク形成事業、さらには福岡地 

域戦略推進協議会(FDC)の活動支援などに取り組んでまいりました。 

この３０年間、国内においては、人口構造の急激な変化に伴う少子高齢社会への移行、グローバル化や情報通 

信技術の発展など、私たちを取り巻く社会の変化は著しく、今までの経験だけでは先の見えない、予測の難しい時代 

となっています。 

福岡市の３０年を振り返ってみましても、「アジア太平洋博覧会」「ユニバーシアード福岡大会」「世界水泳」などの 

国際的なイベント開催、地下鉄・都市高速道路等インフラ整備やハード施設整備など都市としての機能を充実させ、 

人口も１５７万人を超えるまでになりました。また、コンパクトで住みやすい都市として、国内外の高い評価を得ていま 

す。一方、他都市よりも遅れながらも少子高齢化も確実に進展しており、生産年齢人口の減少という課題に今まさに 

直面しつつあります。 

当研究所においては、このような変化の中で、福岡市がどのような都市を目指すのか、福岡市の都市戦略の方向 

性について、長期的な視点や客観的な視点に立ち、様々な調査研究を行い、提案を行っているところです。これら 

の調査研究が、福岡市や福岡都市圏の発展に貢献し、豊かな市民生活と活力のある都市の構築に役立つことを目 

指して事業に取り組んでいます。 

今後とも、市民の皆様に役立つ事業に取り組み、皆様の期待に応える福岡のシンクタンクとして使命を果たすよう 

職員一同全力で取り組んでまいります。 

皆様方におかれましては、今後とも当研究所へのご支援、ご高配をお願いいたしますとともに、当研究所への忌 

憚のないご意見、ご要望をいただきますようお待ちしております。  
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1 平成 30 年度 ナレッジコミュニティ開催実施報告一覧 

第 1 回 テーマ：都市政策資料室 

タイトル：都市政策資料室からみた福岡市の 30 年 

スピーカー ：報告者 山崎 三枝（都市政策資料室 司書） 

ゲストスピーカー：松本 法雄氏 (元副理事長）安丸 弘之氏 (統合当時の事務局長)  

桑田 哲志氏 (20 周年当時の事務局長) 梶原 信一氏 (在席最長事務局長・城南区長)  

モデレーター：中島 賢一 調整係長  

日 時：平成 30 年 8 月 10 日 金曜日 18：30～20：00 

会 場：福岡市研修室 402・403 研修室 （福岡市中央区天神 1-6-8 天神ツインビル 4 階） 

内 容：報告、ゲストスピーチ、意見交換 

参加者：46 名(募集：50 名) 

 

第 2 回 テーマ：インフラ 

タイトル：コンパクトシティと言われる福岡の街を支えるインフラ整備について 

スピーカー：樗木 武氏（九州大学名誉教授 （公財）福岡アジア都市研究所 前理事長） 

日 時：平成 30 年 9 月 25 日 火曜日 15：00～16：30 

会 場 アクロス福岡 2F セミナー室 2  福岡市中央区天神 1-1-1  

内 容：講演、質疑応答 

参加者：32 名(募集：30 名) 

   

第 3 回 テーマ：経済 

タイトル：福岡市経済の平成期３０年を振り返って 

スピーカー：岡田 允氏（都市経済社会研究所㈱代表、URC 前特別研究員） 

日 時：平成 30 年 12 月 14 日 金曜日 15：00～16：30 

場 所：URC 会議室  福岡市中央区天神 1-10-1 

内 容：講演、意見交換 

参加者：23 名(募集：30 名) 

 

第 4 回 テーマ：国際化 

タイトル：「世界・アジアの中の福岡」を振り返り、これからを考える 

スピーカー：山下 永子氏（九州産業大学 語学教育研究センター所長・地域共創学部  

地域づくり学科 准教授 元（公財）福岡アジア都研究所主任研究員） 

日 時：平成 31 年 3 月 11 日 月曜日 15：00～16：30 

場 所：URC 会議室  福岡市中央区天神 1-10-1 

内 容：ポスター説明、年表のフロアセッション、これからを考えるワーク 

参加者：28 名(募集：30 名) 

 

-3- 


